
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































．お わ り に
２１世紀最初の年（平成１３年），文部科学省は，「学校，
家庭，地域の新生 ～学校が良くなる，教育が変わる
～」とうたった『２１世紀教育新生プラン』を示し，以
後，教育改革のためのさまざまな施策が実施されてき
た。さらに教育基本法の改正や教育改革実行会議の提言
等などにより，現在は学校教育制度の枠組みさえも変わ
ろうとしている。
北海道の学校は，この十数年，教育改革はもとより国
際化・少子化などの社会の変化，深刻化する財政状況な
どの中，さまざまな課題の解決に懸命に取り組んできて
いるが，こうした学校・教員の努力に対する，いわゆる
「ヒト・モノ・カネ」の面の支援が十分になされてると
は必ずしも言えない。
本稿は，主に高等学校について旧・現行２つの学習指
導要領に基づく教育課程の課題を見ながら，各高校がい
ま，教育課程実施上の諸課題の解決と次期学習指導要領
の改訂に向け，どのようなアクション・準備が必要かを
考察したものである。
高校に限らず，道内の学校で日夜努力されている全て
の教職員の一助となり，北海道の初等中等教育の一層の
充実・発展に少しでも寄与できれば幸いである。
注１）北海道教育庁学校教育局高校教育課：平成２１年度
高等学校教育課程編成・実施の手引，PP. H２１ 資料
５‐７（２００９）
注２）北海道高等学校長協会：平成１６年度研究報告書，
教育課程分科会，pp．３‐２２（２００５）
注３）北海道高等学校長協会：平成２１年度研究報告書，
教育課程分科会，pp．３‐２０（２０１０）
注４）北海道高等学校長協会：平成２４年度研究報告書，
教育課程分科会，pp．３‐１９（２０１３）
注５）「学校基本調査（北海道）」：参考表（長期時系列
データ）《学校数等の推移》から作成，http : //www.
pref.hokkaido.lg.jp/ss/tuk/０１３sbs/index.htm
注６）北海道教育庁高校教育課 HP：北海道高等学校学
力等実態調査について，平成１７～２４年度集計結果から
作成，http : //www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/kki
/gakuyoukutou.htm
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